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令和 5年 3月 14日 

物件事前調査システム 

地価動向把握機能操作手順書 

（Ａ３書式） 

１ 基本的な操作の流れ 

（１）不動産取引状況のグラフ表示 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）物件類似や期間指定等の検索 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「状況」ボタンをクリック 

物件位置を表示 

もしくは市区町村を指定します。 

市区町村の過去４年間の取引状況をグラフ化 

「土地」の取引状況 

「建物・土地」の取引状況 

「マンション」の取引状況 

「農地」の取引状況 

「林地」の取引状況 

取引種類を指定すると、種類毎の取引状況を切替表示 

四半期後、半期ごと、年毎、年単位毎の集計に切り替えられます 

「拡大表示」ボタン 

個別のグラフを拡大できます 

用途地域別、規模別などのグラフに切り替えられます 

用途地域別の価格推移 

・円グラフ表示切替種類（取引種類により切り替えられる分類が決まります。） 

 用途地域別、規模別、築年別、構造別、間取り別 

・折れ線グラフ表示切替種類（取引種類により切り替えられる分類が決まります。） 

 単線、用途地域別、規模別、築年別、構造別、間取り別 

・箱ひげ図、散布図の切替はありません。 

「物件類似や期間指定」ボタンをクリック 

検索画面は取引種類毎のタブを切り替えて、条件を指定して対象取引を

絞り込むことができます。 

 条件は、対象地区、規模、最寄り駅、駅距離、用途地域、構造、築年、

間取りなどです。 

 また、期間を指定できます。 

 取引状況を特定の期間だけ知りたい場合は、期間指定だけ行って実施

ボタンをクリックします。 

条件指定画面、取引種類毎に切り替わ

ります。 

最寄り駅だけ指定して「実施」ボタンクリック 

条件を満足する取引データをグラフ化します。 

個別のグラフを拡大します。 

「データ表示（表）」ボタンをクリック 

一覧表が表示されます。 

検索結果を CSVファイルに保存することもできます。 
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（３）領域図の利用 
① 都道府県県全体の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示の制御ボタンについて 

 

             図全体を表示します。 

                    （地区は非表示となります。） 

                    表示範囲を広げます。 

                    表示範囲を狭めます。 

                    マウスで指定した範囲を表示します。 

 

 

 

 

 

② 物件付近の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「領域」ボタンをクリック 

「FIT」ボタンをクリック 

県全体を表示します 

取引種類、計算対象属性、 

対象期間、値の種類を指定し

て、「領域図の表示」ボタンをク

リックします。 

値の種類を「無し」にして、

「内訳」をチェックして、「領

域図の表示」ボタンをクリッ

クします。 

値の種類を「無し」にして、

「推移」をチェックして、「領

域図の表示」ボタンをクリッ

クします。 

値を色分けして表示します。 

左側に一覧表示します。 

取引種類の構成

比を表示します。 

取引件数の推移

を表示します。 

市区町村領域内でマウス左ボタンを

クリックすると、メニューが出るので、

「グラフ表示」をクリックすると該当市

区町村の取引状況を表示します。 

日光市の状況を表示します 鹿沼市の状況を表示します 

「領域」ボタンをクリック 

ボタンで物件付近を拡大します。 

「範囲選択」ボタンをクリックし、範

囲の中心位置でマウスを押して、

その後に半径をドラッグしてマウ

スを放します。 

範囲に含まれる地区（代表地点）

の一覧が表示されるので、不要な

地区を外して、「選択実施」ボタン

をクリックします。 

選択された地区の状況を表示します。 
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（４）公示価格状況のグラフ表示 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）公示価格状況の領域表示 
① 物件付近の公示価格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 都道府県全体の公示価格の状況 

 前章（３）領域図の利用での操作と同様に「FIT」ボタンで県全体を表示して、「公示地対象」をチェックして、「平均」もしくは「変動率」をチェックしてから、「領域図の表示」ボタンをクリックすると、 

下図のように、市区町村毎に色分けされて表示され、左側に市区町村毎の計算結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「領域」ボタンをクリック 

「公示地対象」をチェック 

該当市区町村の公示地が表示されます。 

「範囲選択」ボタンをクリックし、範

囲の中心位置でマウスを押して、

その後に半径をドラッグしてマウ

スを放します。 

範囲に含まれる公示地の一覧が

表示されるので、不要な公示地を

外して、「選択実施」ボタンをクリッ

クします。 

ボタンで物件付近を拡大します。 

「公示」ボタンをクリック 

公示地の一覧表を表示します。（緯度経度あり） 

用途地域別平均価格推移 用途地域別平均価格 

公示地点を表示するには画面右

上の「公示表示」をチェックしま

す。チェックされているのに表示さ

れない時は、チェックを外してから

チェックを入れなおしてください。 
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２ 画面操作説明 

（１）地域状況画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象の取引の種類を切り替えます。表示したい取引種類をチェック

すると、集計グラフ化対象が変わります。 

集計期間間隔を切り替えます。表示したい期間単位をチェックする

と、選択された期間で集計したグラフを表示します。 

「地区」ボタンをクリック 

選択（複数可）した地区の取

引状況を表示します。「選択

実施」ボタンをクリックしま

す。 

件数が少ないとグラフが見

にくくなりますので注意くだ

さい。 

「領域」ボタンをクリック 「公示」ボタンをクリック 
「物件類似や期間指定」ボタンをクリック 

「拡大表示」ボタンをクリック 

「拡大表示」ボタンは各グラフの左上

に表示されます。クリックすると個別

グラフ画面が表示されます。 

「領域」ボタンは領域表示画面を表示

します。 

該当の市区町村の地区を表示しま

す。 

「公示」ボタンは該当の市区町村の公

示価格状況表示画面を表示します。 

 
「物件類似や期間指定」ボタンは検索画面を

表示します。 

対象は該当の市区町村を含む都道府県とな

ります。 

対象期間を絞ることもできます。 
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（２）領域表示画面 

 

 【取引データの計算対象について】 

 領域表示画面の以下のヘッダー部では、色分けの計算を行う対象や期間、属性を指定します。「地域状況表示」ボタンを除き、全て計算用の設定となります。 

 設定対象は、「取引の種類（土地等）」、「期間（四半期の指定範囲）」、「計算対象属性（単価や面積等）」、「平均値を求めるか、中央値（中心値）を求めるか（平均、中央、無しチェック）」 

 「対象用途」ボタンで対象とする用途地域を指定すると指定された用途地域の取引を計算対象とします。指定すると、「対象用途」ボタンの色が変わります。 

 初期表示は以下の内容となります。 

 

 

 

 

 

 

 指定した内容で計算して領域を表示するには「領域図の表示」ボタンをクリックする必要があります。 

 設定を変更しても「領域図の表示」ボタンをクリックしないと反映されませんので注意ください。 

 各都道府県全体の領域を表示するためには「FIT」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 範囲選択の操作については（３）②及び（５）①を参照ください。 

 範囲の中心でマウスを押して、押したままドラッグして半径を指定し、 

 その円に含まれている地区や公示地を表示対象にします。 

 選択操作中はボタンの色が黄色になります。 

 

 市区町村の領域内でマウス左ボタンをクリックすると以下のメニューが表示されます。 

 「グラフ表示」で該当市区町村の取引状況を表示「します。 

 「地区表示」では該当市区町村の地区を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図全体を表示します。 

（地区は非表示となります。） 

表示範囲を広げます。 

表示範囲を狭めます。 

マウスで指定した範囲を表示します。 

 

 

対象用途指定時 

計算結果は正の数値は赤、負の数値は青

で表示されます。 

色が濃いほど数値が大きいことを示してい

ます。 

取引が無い市区町村は白で表示されま

す。 

現在、負の値が表示されるのは、公示地

の変動率表示だけです。（下図参照） 

計算結果は左

側の一覧表に

表 示 さ れ ま

す。 

 

「公示地対象」チェックは

計算対象を公示価格とし

ます。 

その場合、平均価格と平

均変動率のみの計算とな

ります。 

 

「地区表示」チェックは地区を表示します。 

地区の位置は代表地点となります。 

指定は市区町村単位となります。 

必ず、地図を拡大して表示してから地区を

表示するようにしてください。 

 

「推移」をチェックしてから「領域図の表

示」ボタンをクリックすると棒グラフを表

示します。 

対象期間は全期間固定ですので注意く

ださい。 

「内訳」をチェックしてから「領域図の表

示」ボタンをクリックすると円グラフを表

示します。 

対象期間は全期間固定ですので注意く

ださい。 

表示されているグラフを、画像ファイ

ル、Word ファイル、PDF ファイルに保存

します。 

保存するファイルを指定します。Word、

PDF の場合は、作成された文書が表示

されます。 

「保存」ボタンをクリック 
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（３）グラフ拡大表示画面 

 

 地域状況表示画面の各グラフの「拡大表示」ボタンのクリックで表示されます。この画面では、集計期間単位の変更はできませんので注意してください。 

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別画面の種類は以下の通りです。（画面表示内容については今後のバージョンアップにより追加、変更される場合があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

折れ線グラフの分類別表示や円グラフの構成比の種類を指定します。 

取引種類によって分類できるものだけ選択可能です。 

チェックをすると切り替えて表示します。 

平均値なのか中心値なのか指定します。チェッ

クをすると切り替えて表示します。 

平均値では外れ値は計算対象外としています。 

凡例の表示、

非表示を切り

替えます。 

該当の取引が発生していない期間

があった場合折れ線でつなぐかどう

かを切り替えます。 

チェックがあると、データの無い部分

を線でつなぎます。 

グラフの元データを一覧表示します。 

CSVファイルに保存できます。 

表示されているグラフを、

画像ファイル、Word ファイ

ル、PDF ファイルに保存し

ます。 

保存するファイルを指定し

ます。Word、PDF の場合

は、作成された文書が表

示されます。 

取引件数推移（スタックグラフ） 取引件数推移（棒グラフ） 各種分類別価格推移（折れ線グラフ） 用途地域別価格推移（折れ線グラフ） 

各種分類別構成比（円グラフ） 駅距離と単価（散布グラフ） 単価推移（箱ひげグラフ） 用途地域別平均価格（横棒グラフ） 
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（４）取引データ検索画面 

 「物件類似や期間指定」ボタンをクリックして表示された検索画面は取引種類舞の 5 つの取引状況画面に分類されます。初期表示は「土地」の検索画面となります。タブをクリックして画面を切り

替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検索条件の判定について 
・各条件の左側にチェックが入っているものについて、

条件を満たしているかどうか検索します。 

・複数チェックが入っている場合は、それぞれの条件を

すべて満たしている取引データが対象となります。 

・距離や長さについては、左側入力欄の値以上、右側

入力欄の値未満という条件となります。片側しか入って

いない場合は、以上、以下の条件となります。 

・選択データについては、いずれかの値に一致してい

るかどうかで判定します。 

土地の検索画面 

建物・土地の検索画面 マンションの検索画面 

農地の検索画面 

林地の検索画面 

「近隣の公示地」ボタンをクリック 

近隣の公示地の価格推移を表示 

「実施」ボタンをクリック 

検索された取引データを集計し、グラフ化した画面を表示します。 

検索結果が 20件以下の場合は、検索結果の一覧表を表示します。 

また、取引データの数が少ないとグラフが表示されない場合がありま

すので、ご注意ください。 

なお、検索結果から表示される画面では機能が制限されています。 
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（５）公示地価格推移表示画面 

 公示地については、市区町村の公示価格状況表示画面の他に、領域図で公示地点を表示したときに、範囲指定で選択した公示地の価格推移や、公示地を直接領域図でクリックした際に表示さ

れる公示地点情報画面の操作について説明します。 

 

 以下の公示地点情報画面は、選択された複数の公示地の価格推移を表示します。「個別表示」ボタンで現在表に表示中の公示地の個別公示地表示画面（公示地点情報画面）を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されているグラフを、

画像ファイル、Word ファイ

ル、PDF ファイルに保存し

ます。 

保存するファイルを指定し

ます。Word、PDF の場合

は、作成された文書が表

示されます。 

凡例の表示、非表示を切り替えます。 
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